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北陸新幹線延伸桂川駅ルートで決着
北陸新幹線の敦賀～新大阪延伸ルートについて、自民党と日本維新の会
の国会議員で構成する与党整備委員会が、現在検討中の８つのルートのう
ち、「小浜・京都ルート」の京都市内の駅の場所がJR桂川駅近くになる「桂川
案」で決まった。

＜解説＞現在再検討中の８つの案のうちで、与党整備委員会は「桂川案」し
かないという結論を出した。京都駅近くに新駅を設ける「南北案」は、利便性
や経済効果から推す案も多かったが、工事区間が京都市内の文化財密集
地を通ることや、地下水の水脈への影響が大きいと予想されることから見送
りとなった。京都市が懸念する着工５条件を少しでも緩和できるであろうとい
う苦渋の決断だ。今後着工への同意を得る作業が行われる。この時期に最
終案を決めるという意味は、８月からの来年度の本予算の概算要求の折衝

が始まるので、この概算要求に予算を計上する必要がある
という政治的な理由からだ。また、与党の委員会は非公開
で、検討の詳細な資料や情報の開示もされていない。最初
から密室での討議であり、結論ありきと言われても仕方ない。
また、維新の会は昨年の参議院選挙で米原ルートを訴えて
当選したという経緯があり、説明がつかない。最初から出来
レースと地元では言われているが、小浜・京都ルートでどう
しても決着したいという理由から、妥協案として桂川案が

浮上した。工事の期間が30年以上になるという試算もあり、

総工費も５兆円以上かかる。地元との費用の分担も決まって
いない。そもそも、京都市は北陸新幹線を誘致していないと
主張している。誘致、希望してないのに、どうして費用を分担
するのかという根本的な問題がある。京都府北部の都市や
町村も別のルートの誘致活動を行っていたが、今回外れた
理由の開示もなく、関連の自治体の首長は憤懣やるかたな
い。政治的決着が図らないといけないという理由は、分から
ないでもないが、密室の談合で決めるやり方は、いかにも

古い政治スタイルだ。今回の結論ありきの運び方に対し、
以前からクレームをつけている京都市仏教会は、京都市と
市議会に反対決議を促す申請を行った。まさに、1000年の

愚行という表現があてはまるにふさわしいか。多くの関連
した事業者が、ビジネスチャンスとみて千載一遇の収益を
見込んでいる構図が手に取るように見える。今後、この結
論がどうなるのか。この通り、すんなり運ぶとは思えない。
大きな政治ドラマになるか、劇的な幕切れになるか、出来
レースで収まるか。地元は必ずしも延伸を歓迎してない。


